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人工知能とは何か？

用語としては1956年のダートマス会議で初出とされている。

定義 専門家によっても様々でコンセンサスはない状態

松尾豊氏「人工知能は人間を超えるか」より引用



AIブームの変遷

AIは冬の時代を挟みつつ発展し, 現在は第３次AI
ブームと呼ばれる時代を迎えている.

第3次AIブームは機械学習やDeepLearningと呼ば
れるデータを利用してAIが自ら分類方法や特徴量
を学習する点がこれまでのブームと異なる.

GoogleAIチームの共同創始者である機械学習の
権威Andrew Ng氏は「人工知能（AI）は永遠の春
に入ったと言えるのかもしれない」と語っている.

松尾豊氏「人工知能は人間を超えるか」より引用



第３次AIブーム: 機械学習とDeep Learning
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 機械学習は大量データを高性能コンピュータで処理すれば, 自動的に分類や回帰のモデルを生成する仕組み.

 一般的な機械学習は処理の際に特徴を指定する必要があるが, DeepLearningは特徴量も自己学習する.

 人間が処理のルールや前提知識をインプットしなくて済む点がそれ以前のAIと異なる.

 分類や回帰の精度が高ければ, 基本的にその理由や現象の理解については問わない.



第３次AIブーム: 機械学習とDeep Learning

MathWorks, inc「機械学習とディープラーニング」

https://www.youtube.com/watch?time_continue=227&v=-SgkLEuhfbg


これまでの医学統計との違い

ex. うつ病患者と健常者における睡眠時間の違い

有意差があり
区別できる

有意差があるが
区別できない

有意差はないが
区別できる

 統計学的に2群で差を認める特徴量と2群を分類するために有用な特徴量は異なる可能性がある

 従来統計はデータを「説明」することにより重きを置く

 機械学習はデータから「予測」することにより重きを置く

* *



AIの医療活用の最新事例

③ NHK: AIメディカルサービス社の紹介動画

AI内視鏡

① 約 5,000 枚の内視鏡画像を評価したところ、前がん病変とし

てのポリープと早期がんの発見率98%という高い認識性能を有

することが明らかになった . (国立がん研究センターとNECの共

同リリースより)

② 2018年12月 PMDAが初めて人工知能プログラムによる医療

機器として昭和大学が開発したAI搭載内視鏡

「EndoBRAIN®」を承認.



AIの医療活用の最新事例

糖尿病性網膜症

2018年4月 FDAが初めての人工知能プログラムによる医療
機器として承認

眼底画像を人工知能により糖尿病性網膜症かどうか判定

感度87%, 特異度90%



AIの医療活用の最新事例 IBM Watson

©日本IBM株式会社



AIの医療活用の最新事例 IBM Watson
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保健医療分野でのAI活用の今後の進展

厚生労働省 保健医療分野におけるAI活用推進懇談会より引用

AIによって、

(1) 新たな診断方法や治療方法の創出

(2) 全国どこでも最先端の医療を受けられる環境

の整備

(3) 患者の治療等に専念できるよう、医療・介護従

事者の負担軽減

を実現。

このため、次の両面からAI開発を進めるべき重点6

領域を選定。

1. 我が国における医療技術の強みの発揮

2. 我が国の保健医療分野の課題の解決(医療情

報の増大、医師の偏在等) 



医療でのAI活用の課題

 学習データの収集
医療機関間などの情報連携 / データフォーマットの統一化 / Wearableなどセンサーの普及

 導入資金
保険収載の有無 / 人件費の削減などとのコストバランス

 法的課題
過失責任問題 / 個人情報問題

 医師との共存

• 瞬時で大量の判断

• 大規模なデータに基づく推論

• 細かい最適化

• 少ないデータで行う大局的判断 (創造性)

• コミュニケーションに依存する業務 (共感性)

• 責任問題

AIの得意領域 AIの苦手領域



医療と人工知能の最前線: 小括

人工知能は定義が様々で, 機械学習やDeepLearaningなど複数の概念が混在している.

従来の医学統計が現象の説明に重きを置いているのに対して, 人工知能は予測に重きを置いている.

2018年より, FDA/PMDAで医療機器としての認可が始まり, 医療でも技術の普及が始まっている.

技術は急速に進展しており, 保健医療分野でも課題解決に取り組みつつ, 実用化していく必要がある.

第31回 医療とITシンポジウム
「ICTを普段着の医療ツールとして使うために」


